
別紙１

令和２年産米の生産数量目標（目安）の設定方法（前年から変更なし）

Ｈ３０／Ｒ元年の需要実績 ＝ Ｈ３０年産生産量 ×

Ｈ３０年産平年収量

Ｈ３０年産実収量

－ Ｒ元年６月末在庫量 Ｈ３０年６月末在庫量－

１.　令和２年産米の高知県生産数量目標の設定方法

生産量の補正

・豊作・不作が算定上影響しないよう作況１００の生産量に補正

Ｈ３０／Ｒ元年の高知県の需要実績の全国シェアを算出

Ｒ２年産の高知県生産数量目標 ＝ Ｒ２／３年の全国需要見通し × Ｈ３０／Ｒ元年の高知県の需要実績の全国シェア × ０．９８

全国シェアの補正

・全国平均を上回る高知県の人口減少率を考慮し補正

全国、高知県の需要実績

（Ｈ３０年７月からＲ元年

６月までの１年間）を算出

○需要に応じた生産を進める観点から、全国及び高知県の需要実績（直近１年）を基本として算定する。

○算定に際しては、全国平均を上回る高知県の人口減少率を考慮する。

Ｒ２年産の市町村別生産数量の目安 ＝ Ｒ２年産の高知県生産数量目標 × Ｈ３０年産の生産数量目標（面積換算）の市町村別シェア

２.　令和２年産米の市町村・地域農業再生協議会別生産数量の目安の設定方法

市町村別

○令和２年産については、引き続き、需給バランスの安定に向けた取組を県下全域で推進していく必要があることから、

平成３０年産の生産数量目標の市町村別シェアを固定し、当該シェアにより算定する。

○構成市町村の目安の合計とする。

　※なお、１つの市町村が旧市町村単位で複数の地域農業再生協議会に属する場合は、旧市町村単位の目安で当該地域農業再生協議会の目安を算定する。

地域農業再生協議会別


